
・透視度

・２回目の試行ではどれも３日後から１番高い
数値から止まっている。

（2）重さの違いによる成長の違い
ア　実験方法
（1）と同様に①～③を行う。
３日ごとの成長を記録する。
イ　成長記録
縦横の長さを記録し面積で表す。

・成長速度については、重さが重い方が成長の
早いことがわかる。

（3）エアーポンプを使うことで浄化能力に違い
があるかを調べる。
ア　エアーポンプを用いる理由

アンモニウムが最終的に植物に吸収され
る硝酸に変化するには酸素が必要である。
そのため、十分な酸素を送り込むことの

できる道具としてこの方法を考えた。
イ　実験方法
①　古水の汚れている水をくみ、水槽に入
れる。

②　①の中に、エアーポンプと100gのホテ
イアオイを入れる。

③　３日ごとに水質検査を行う。＊（1）に同じ

・pH
・エアーポンプの有無はpH値への影響がほとん
ど無いといえる結果が得られた。

・COD

・どちらもCOD値は低くなったが、エアーポン
プの有無に大きな関係は得られなかった。

・硝酸

・２回の試行ともに、エアーポンプ有りの方が
硝酸値の低下に影響を与えたと思われる。

・亜硝酸、リン酸、透視度
・どれも値は低くなったが、エアーポンプの有
無に大きな関係はみられなかった。

（4）気体検知管を使って、二酸化炭素の使用量
を他の植物（イチゴ）と比較する。
ア　実験方法
①　条件を同じにするために、葉の数や、枚
数をそろえる。

②　それぞれの植物を袋に入れ、コンプレッ
サーで空気を入れてふくらませる。

③　二酸化炭素度をそろえるために、気体検
知管を使って調節する。

④　３時間後に二酸化炭素濃度の低下を調べ
る。
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1 研究の動機

私は、これまでホテイアオイの育ち方や水質の
浄化作用は、環境の違いによって左右されること
を調べてきました。今回はホテイアオイの“量”
と浄化能力の関係について調べてみたいと考えま
した。また、冬になると枯れてしまうホテイアオ
イを有効利用し“白い紙”を作ってみることにし
ました。

2 調査内容

（1）重さの違いによる浄化能力の違い
（2）重さの違いによる成長の違い
（3）エアーポンプを用いることでの浄化能力の
違い

（4）他の植物との二酸化炭素使用量の比較実験
（5）ホテイアオイを使った白い紙の作成

＊減った分は、水道水を入れて補う。

3 実験方法と結果

（1）アテイアオイの重さの違いによる浄化能力
の違いを調べる。
ア　実験方法
①　古水の汚れている水をくむ。
②　３つの水槽にくんできた水を入れる。
③　②の中に、50g、100g、150gのホテ
イアオイを入れる。
④　３日ごとに水質検査を行う。
イ　水質検査項目
pH、COD（化学的酸素要求量）、硝酸、
亜硝酸、リン酸、透視度

・pH
・重さによって違いがあったが、規則性はみら
れなかった。

・COD

・COD値が3日後には低くなったが、6日後には
高くなった。このことから酸素を使う物質が
増加したと考えられる。

・硝酸

・硝酸値は、重さが重い方が比較的速く低くな
るが、最終的には軽いものも同じだけ低くな
った。

・亜硝酸
・亜硝酸値については亜硝酸とほぼ同様のこと
がいえる結果になった。

・リン酸
・重さが重い方が短い期間で浄化するが、最終
的にはすべて同様の結果になった。
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6 ホテイアオイの成長と環境との関係
〈 〉



・透視度

・２回目の試行ではどれも３日後から１番高い
数値から止まっている。

（2）重さの違いによる成長の違い
ア　実験方法
（1）と同様に①～③を行う。
３日ごとの成長を記録する。
イ　成長記録
縦横の長さを記録し面積で表す。

・成長速度については、重さが重い方が成長の
早いことがわかる。

（3）エアーポンプを使うことで浄化能力に違い
があるかを調べる。
ア　エアーポンプを用いる理由

アンモニウムが最終的に植物に吸収され
る硝酸に変化するには酸素が必要である。
そのため、十分な酸素を送り込むことの

できる道具としてこの方法を考えた。
イ　実験方法
①　古水の汚れている水をくみ、水槽に入
れる。

②　①の中に、エアーポンプと100gのホテ
イアオイを入れる。

③　３日ごとに水質検査を行う。＊（1）に同じ

・pH
・エアーポンプの有無はpH値への影響がほとん
ど無いといえる結果が得られた。

・COD

・どちらもCOD値は低くなったが、エアーポン
プの有無に大きな関係は得られなかった。

・硝酸

・２回の試行ともに、エアーポンプ有りの方が
硝酸値の低下に影響を与えたと思われる。

・亜硝酸、リン酸、透視度
・どれも値は低くなったが、エアーポンプの有
無に大きな関係はみられなかった。

（4）気体検知管を使って、二酸化炭素の使用量
を他の植物（イチゴ）と比較する。
ア　実験方法
①　条件を同じにするために、葉の数や、枚
数をそろえる。

②　それぞれの植物を袋に入れ、コンプレッ
サーで空気を入れてふくらませる。

③　二酸化炭素度をそろえるために、気体検
知管を使って調節する。

④　３時間後に二酸化炭素濃度の低下を調べ
る。
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1 研究の動機

私は、これまでホテイアオイの育ち方や水質の
浄化作用は、環境の違いによって左右されること
を調べてきました。今回はホテイアオイの“量”
と浄化能力の関係について調べてみたいと考えま
した。また、冬になると枯れてしまうホテイアオ
イを有効利用し“白い紙”を作ってみることにし
ました。

2 調査内容

（1）重さの違いによる浄化能力の違い
（2）重さの違いによる成長の違い
（3）エアーポンプを用いることでの浄化能力の
違い

（4）他の植物との二酸化炭素使用量の比較実験
（5）ホテイアオイを使った白い紙の作成

＊減った分は、水道水を入れて補う。

3 実験方法と結果

（1）アテイアオイの重さの違いによる浄化能力
の違いを調べる。
ア　実験方法
①　古水の汚れている水をくむ。
②　３つの水槽にくんできた水を入れる。
③　②の中に、50g、100g、150gのホテ
イアオイを入れる。

④　３日ごとに水質検査を行う。
イ　水質検査項目
pH、COD（化学的酸素要求量）、硝酸、
亜硝酸、リン酸、透視度

・pH
・重さによって違いがあったが、規則性はみら
れなかった。

・COD

・COD値が3日後には低くなったが、6日後には
高くなった。このことから酸素を使う物質が
増加したと考えられる。

・硝酸

・硝酸値は、重さが重い方が比較的速く低くな
るが、最終的には軽いものも同じだけ低くな
った。

・亜硝酸
・亜硝酸値については亜硝酸とほぼ同様のこと
がいえる結果になった。

・リン酸
・重さが重い方が短い期間で浄化するが、最終
的にはすべて同様の結果になった。
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6 ホテイアオイの成長と環境との関係

磐田市立神明中学校

鈴 木 望 由 季１年

〈 〉



1 研究の動機

昨年度の研究で「独立の法則」を確かめたとき
疑問点があった。それは、シロメダカとアオメダ
カに雄が現れず雌ばかりだったということである。
文献で調べると、赤色色素胞をつくる遺伝子Ｒは
Ｙ染色体上にのっている遺伝子である。Ｒ遺伝子
を持たないシロメダカとアオメダカからは雌ばか
りになることがわかった。これを「限性遺伝」と
いうこともわかった。文献にある「限性遺伝」に
従うと、シロメダカの雄やアオメダカの雄は存在
しないことになる。しかし、現実に存在すること
から、もう一回「限性遺伝」を確かめたい。
理論から考えると、シロメダカの雄とは、赤色

色素胞をつくるＲ遺伝子がのっていないＹ染色体
を持つ個体である。このシロメダカ雄と野生メダ
カ雌を交配させて、Ｆ1,Ｆ2をとるとどうなるか。
昨年度の結果と同じか。交配表をもとに体色を考
えていくと、その体色に対して雌雄の表れがちが
うものになりそうだ。このようなことから、平成
15、16年度にかけて、「限性遺伝」の解明確認を行
いたい。
昨年まで２年間でやってきた交配は、次のよう

になる。（表１）
表1

平成15年度と平成16年度にかけて、この限性遺
伝の解明・確認を行いたい。（表２）
表2

2 研究内容

（1）２つの実験群を計画した。まだ、研究は中間
の段階である。
①　第一実験群・・・少ないシロメダカ雄とア
オメダカ雄を増やし、手元にあるシロメダカ
とアオメダカをさらに組み合わせて交配させ、
子メダカの体色と雌雄の出現を調べた。

（平成15年4月～6月に実施）
Ａ実験（アオメダカ同士の交配）
Ｂ実験（シロメダカ同士の交配）
Ｃ実験（アオメダカ雄とシロメダカ雌の交配）
Ｄ実験（アオメダカ雌とシロメダカ雄の交配）

表3
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7 メダカの限性遺伝の解明

三島市立錦田中学校

芦 川 晴 樹３年

──雄により孫世代４体色の雌雄が変わる──

〈 〉

イ　結果

・ホテイアオイの方が二酸化炭素の吸収効率が
劣るという結果になった。

（5）ホテイアオイを使って白い紙を作成する。
＊水を汚さないで
ア　実験方法
①　うきの部分の皮をむき日光に当てて乾
燥させる。それをミキサーにかけ、紙す
きわくで紙を作成する。
②　①同様にして、ミキサーにかける。ド
ロドロになったうきの部分を、「水切りご
み袋」に入れて水で洗う。

イ　実験結果
①　乾燥させた時は白っぽくなったが、ミ
キサーにかけると茶色に変わってしまっ
たが、結果的に茶色い紙ができた。
②　何度も洗ったが、緑色が薄くなるだけ
で出来上がった紙は緑色になってしまっ
た。

ウ　参考実験
①、②の結果により、思い通りの白い紙を
作ることができなかったが白い紙を作りた
かったので漂白剤を使ってみた。その結果
白いしっかりとした紙を作成することがで
きた。

4 研究のまとめ

・重さによる水質浄化能力の差は、亜硝酸、硝
酸、リン酸について差がみられた。

・成長速度のついては重さと関係があり、重い
ほど成長が早いことがわかった。

・二酸化炭素の吸収効率は他の植物と比較して
みてホテイアオイに顕著な能力があるとはい
えなかった。

・丈夫な紙の作成は可能であったが水を汚さな
いで白い紙を作ることはできなかった。

5 感想

今回の研究では、ホテイアオイのもつ浄化作用
について、水質と大気にテーマをあてて調べまし
た。重さや、二酸化炭素濃度等の条件設定を心が
けて行いましたが、結果にばらつきがでてしまい、
信頼度の高いデータを得ることができなかった実
験もありました。今後は、条件を統一して精度の
高いデータが得られるよう工夫して実験を行いた
いと思います。また、紙づくりについても継続し
て実験を行っていきたいと思います。
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